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三 重 県
Mie Prefecture１．建設業に期待する役割

（１）社会資本の整備と維持修繕を担う建設業

（２）地域の安全・安心を担う建設業

一般国道４２１号大安ＩＣアクセス道路事業 阿田和地区急傾斜地崩壊対策事業

一般国道１６６号 土砂崩落 緊急対応状況 豚熱 緊急対応状況
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三 重 県
Mie Prefecture２．県内建設業の現状

出典）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018））年推計」

三重県の人口動向

注）2020年以降は年齢不詳人口を含む
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三 重 県
Mie Prefecture２．県内建設業の現状

三重県の就業者数（総数及び建設業）の推移

出典）総務省「国勢調査」
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三 重 県
Mie Prefecture２．県内建設業の現状

三重県の建設業就業者数の変遷

出典）総務省「国勢調査」
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三 重 県
Mie Prefecture

担い手確保・育成に向けた取組

３．建設業が直面する喫緊の課題

技術や技能の承継に向けた取組

第三次
三重県建設産業
活性化プラン

Ｒ２～Ｒ５



7

三 重 県
Mie Prefecture３．建設業が直面する喫緊の課題
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工事現場を仕切る技術者

⇒ベテラン技術者が多い

若手技術者への技術の承継



三 重 県
Mie Prefecture４．技術の承継を促す取組

優良工事表彰において若手部門を創設（Ｒ３～）

三重県と建設業界が連携して進める「第三次三重県建設産業活性化プラン」の取組の一つで、継続的な

技術力の維持・向上につなげることを目的に、推奨すべき実績を収めた施工者及び技術者を表彰する制度。

建設現場では若年層の減少が進行しており、これまで現場を支えてきた技術・技能の継承を目的とし、

令和３年度から４０歳未満の若手技術者の登用を促すための若手部門の表彰を創設。

8

人材の育成や技術の継承に力
を注いでおり、このような表
彰制度が一層励みになる

今後も地域の発展に貢
献していきたい
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三 重 県
Mie Prefecture５．県土整備部が直面する喫緊の課題

72 54 67 54

234

147 94 93

127

228
217

142

128
97

137

208

H16 H22 H27 R2

30歳未満 40歳未満 50歳未満 50歳以上

561
526 515

497

約42%

県土整備部土木技術職員数の変遷

31
37

55
51

35 37
30

37
29 32

22 24 21
25

3

8

6 12

8
8

14

9

9 3

6

13

10

17

3.09

1.87

2.92

1.45

-4.00

-3.50

-3.00

-2.50

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0

10

20

30

40

50

60

70

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

県採用試験受験状況

（総合土木）

A試験 C試験 競争倍率



10

三 重 県
Mie Prefecture6．県土整備部における技術力承継の取組

OBによる研修会

・不具合事例
・地質調査・測量
・BIM/CIM

・事業報告会
・再評価

・事業PRポスター

・現場研修会
・段階確認
・遠隔臨場

etc

etc

ノウハウ、コツの伝承など動画を用いてアーカイブ化


